長いようで短かった実習は、こうして始まった。
２００３年９月３日（水曜日）

萩谷先生、岩松さん、横山さん、新宅さんが15時くらいから世田谷キャンパス６号館１Ｆの化学研究室で、パンフレットの印刷とホッチキス打ちをし、実習の冊子を作る。表紙のデザインは新宅さんのアイデアだ。そして冊子も完成し、いよいよ明日から実習が始まる。
２００３年９月４日（木曜日：１日目）

１６時３０分・成田空港第２ターミナルビル出発ロビーHアイランド付近集合

萩谷先生が、武蔵工業大学に向かう途中の文房具店で実習中に必要になると思われる文房具類を大量に購入する。この実習中に必要な器材は相当な量になっており大学から車でなければ運びきれない恐れがあったが、坪井さんの友人が成田空港まで運転してくれるという。大学の駐車場で大量の器材などの荷物を車に積み込む。

１４時１５分：萩谷先生、岩松さん、坪井さんは坪井さんの友人が運転する車で武蔵工業大学を出発する。そのころ、お互いの家が近いということで横山さんは佐藤先生の車に乗せてもらい成田空港に向かい、早くも到着した。

１５時３５分ごろ：成田空港に萩谷先生たちの乗った車が到着する。駐車場の空いているスペースを数分探し、２階に無事に駐車する。

１５時５０分ごろ：萩谷先生たちが、待ち合わせの成田空港Ｈアイランド南へ向かう。そこには、中国帰りの環境情報のＯ田さんが居て、大重さんたちと談笑している。環境情報学部の吉崎先生からよろしくとの伝言があった。

１６時００分ごろ：私と村木くんは一緒に成田空港の集合場所に到着し、さらに次々と集合場所に参加者が集まり始める。男２、女３で５人ほどの学生に手伝ってもらって、駐車場から共同の荷物を輸送する。今回の実習では測量や地質、映像、植生など多彩な分野の様々な器材が多く器材のトランクが当たり一面に置かれる。

１６時３０分ごろ：集合時間になり、ほとんどの学生が集合した。この時点で、あと３人が到着していなかったが、今回の実習の冊子が参加者に配布される。

「パンフレットでフィジー実習の参加者の写真を確認したが、実際とはイメージが異なっていることもあり、侮れない。フィジー実習の参加者とは、事前学習会などで会ったが、違う学年、違う学科の人たちと話をする機会はあまりなかった。これから頑張って名前を覚えていこうと心に誓う。」（横山さん）

１６時４５分：残る３人も無事に到着した。しかし、この時点ではまだチェックインカウンターが開いていないので搭乗手続ができない。今回の添乗員である寺阪さんと、東急観光のスタッフの方から、あいさつとこれからの手続きに関する説明と注意事項を受けた後、参加者全員に「航空券」と「旅行保険証」が手渡される。搭乗手続きは寺阪さんが一括して行う形になった。その後、機内に持ち込めない荷物を預ける作業になるが、今回の実習では、荷物が多い上にかさばり重い荷物が多いため、預け荷物が少ない人と多い人がペアになり一緒に搭乗手続きをすることで、預け荷物に関する制限をクリアすることが出来た。

最後は、業務用のカメラケース２個がかさばったので７人がまとめて荷物を預けて合計重量で制限をクリアするが出来た。

ここで、一旦メンバーは解散しメンバーはターミナルの中に散っていく。３階のフロアにあるお店を見る人、買い物をする人、本屋でフィジーについての観光ガイドを読む人などそれぞれが出発前の思い思いの時間を過ごした。

１７時３０分・第２ターミナルビル出発ロビー前集合

１７時３０分に再び、さっき解散した場所にメンバー全員が集合した。出国ゲート前で、萩谷先生はウイングの金瀬さんと打ち合わせをする。フィジーの現地に関する細々した情報の確認をする。
そして、手荷物検査と出国審査を通過して出発時間近くの１８時２０分までは再び自由時間となった。

ここは、もう日本からは出国した地域になる。だから、免税店では消費税やタバコ税、酒税などは取られない。このフロア内には、多くの免税店やYahooが経営するインターネットスペースなどがあった。私と村木くんもYahooネットスペースにいたが、萩谷先生や寺阪さんもYahooでインターネットをしていた。

そして、連絡シャトルでターミナルビルの別棟にある搭乗ゲートD99へ向かう。このシャトルは完全に無人の遠隔制御で運転されているのが興味深い。

１８時２０分：そして、搭乗ゲートD99に時間通りに集合でき、萩谷先生は皆川先生と電話がつながり出国したとの連絡をする。皆川先生は、８日後にフィジーのデナラウ港で再開することになる。そして、今回フィジーまでの足となるエアパシフィック航空３０３便へ搭乗する。

機内に入り、最近まで空席が多いとのことだったがドンドン座席が埋まって最終的にはほぼ満席になった。「びっくりする。我々は団体客なので、最後部の36列から40列の座席を占拠する。我々だけ固まっていると気楽でありがたい。」（萩谷先生）

FJ303：成田空港→ナンディ国際空港

１９時１５分にFJ３０３便はナンディへむけて成田空港を出発した。飛行機は離陸後、風向きの関係で一旦は進路を北に取ったが、やがて南向きに進路を変え太平洋に出た。ここからは、８時間２０分の夜間洋上フライトである。

離陸から１時間半ぐらいして、機内食の夕食が出た。そして、フィジーの入国管理カードを書くことにしたのだが、見本と違うし英語なのでどう書いて良いかわからない。そこで、列の反対側に座っていた寺阪さんに手伝ってもらい何とか入国カードを書き終える。

中村さんの勝木先生の事前意識アンケートが配られ、それに取り組んでみることにした。しかし、機内は微妙に狭いというか、しかも微妙にイヤホンが壊れてたし…。

そうして、準備からいろいろあった１日目は無事に幕を閉じた。

２００３年９月５日（金曜日：２日目）

２日目は機内アナウンスで始まった。機内食としてパンケーキのような軽食が出される。この時点で日本時間の１時半だった。窓の外を見ると、真っ暗･･･。やがて、空が徐々に明るくなるが、雲が立ち込めている。南太平洋特有の夜明けのパターンのようである。日本は真夏だったが、フィジーでは冬になる。日の出は雲海の上で、気温が低く海上を雲が覆って地上が良く見えない。

この時点で、時計は２時半ぐらいを指していたが、フィジーは日本との時差が＋３時間、つまり３時間進んでいる。時計を３時間進め、午前５時半と直しておいた。

そして、到着１時間前には、寺阪さんから入国と両替などに関する注意事項に関する紙が配られた。

やがて、飛行機は着陸態勢に入り地上が見えてくる。珊瑚礁がいくつか確認できた後、ビチレブ島が見えてきた。飛行機の窓から見たフィジーは草地が多く、道路はあるがほとんどが未舗装だった。

飛行機は午前６時４５分にナンディ国際空港に無事着陸した。

０７時００分：フィジーへの入国審査

「最後部の36列から40列の座席を占拠する。我々だけ固まっていると気楽でありがたい。もっとも、最後部のため降りる時は最後になり、空港を出るのに時間がかかったが。」（萩谷先生）というように、入国審査は乗客の中で一番最後だったのに加え、いくつかのトラブルが発生した。「入国カードを鉛筆（シャープペンシル）で書いた学生が１名止められ、書き直しさせられる。もう一人は人相で止められる。」（萩谷先生）といったことや、私が揺れる機内でなんとか書いた入国審査カードに通し番号がないことが判明し、書きなおすことに･･･。それを萩谷先生は来年以降の見本にしようとしているらしいです。審査は無事に通過したものの、次は検疫と税関が待ち構えていた。「税関でカメラケースにツッコミが入り、収税吏の居る方に回される。「私は大学の講師だ。このカメラは私の学生のために記録を撮るためのものだ」と英語で言ったら一発で放免。この国は教師を尊重してくれる。」（萩谷先生）といった一幕があった。そのとき、通関を済ませた学生は、現地旅行会社UTCの方から首飾りをプレゼントされた。「ちょっとしたことだが、こういうのが、結構うれしい☆」（横山さん）

最初は両替を先にする予定だったが、時間の関係で先にホテルに向かうことにした。私たちは、ターミナルビルからフィジーの太陽の下に出た。

そして、UTCの観光バスでトカトカリゾートホテルを目指した。UTCのスタッフの方から空港の前を通るサトウキビ鉄道とスリーピングジャイアントの説明をされるほんの２、３分でトカトカに到着した。UTCの野田さんはこちらで出迎てくれた。荷物を置いて、とりあえずゲームブレでUTCからの諸注意を受け、寺阪さんからも注意を受ける。

各部屋の会計責任者と個人での両替希望者は、８時３０分に再度集合することを指示して解散した。
０８時３０分：トカトカで休憩＆空港の銀行で両替

午後１時までは休憩時間だが、両替担当者は空港のANZ銀行まで両替にいくことになった。

１階の両替につき＄５の手数料が取られるので、大人数で両替することで手数料を少なくしようとした。８時半集合の予定だったが、いろいろあって８時４５分ごろホテルを出る。空港の建物に行くが、ANZ銀行の窓口は閉まっていて、９時３０分に窓口を開けるという。どうやら飛行機の発着に合わせて営業しているようだ。カードの自動支払機は動いているが、カードを持っていない学生には意味がない。そこで、空港ターミナル内のカフェに移動。フィジードルを持っていた勝木さんの支払いでお茶を飲み、時間をつぶすことにした。いかにもフィジーらしい、注文の混乱、間違いが多発。まあ、ここはフィジーなのだ。盛りがよいので飲み干すのに苦労した。smallのはずなのだが。これもフィジーならではだ。 
どうせ９時３０分になってすぐ両替ができるとも思えないということで、少し時間を過ぎてからANZ銀行の窓口に行く。レートは現金の場合67.4円/１FJ$。８月に比べて低下していた。１万円でFJ$148ちょっとになり、それに両替手数料で１回につきFJ$5ずつとられる。ちなみに、カードからの支払いだと62円ちょっとらしい。
そして、両替を大人数で行ったということで、逆にそれを分配しなくてはならなくなったが、一人当たりの金額はバラバラで紙幣やコインで、正確な金額にあわせるのにイロイロなスタッフに頼み込んで崩してしてもらい、なんとか分配することが出来た。

１３時００分：ミーティング＆自由行動

１３時００分にゲームブレに集合する。部屋の３人とも熟睡していた２部屋が遅れた。ナンディ市街地までの交通のことなどについて注意があった。チェックアウトについても寺阪さんから注意があり、行き先と帰着時刻確認をうけた。全員がナンディタウンへ行くということで、スル購入はいろいろ見て決めたいらしい。Jack'sと最終日に打ち上げ予定のセンタイの場所を地図で確認して解散。 
学生のほぼ全員がナンディへむけてタクシーやバスで出発する。フィジーのタクシーは料金が決まっている。タクシー１台で＄６だった。一人当たり１５０円ぐらいだろう。

女性のみなさんは、御土産屋さんで、スルを購入する人が多かった。素敵な色、柄があったので、結構迷った、そうだ。おみやげに買う人も多かった。わたしたちは、夜は自炊する構えだったのでマーケットやスーパーで食材を仕入れてタクシーに乗ってトカトカに帰ることに。

スタッフのみなさんはホテルで昼食。萩谷は金瀬さんと１４時３０分にケネディのウイング事務所へ。明日からの打ち合わせ。１７時４０分に戻る。学生はバレーボールや、買ってきたココナッツの実を割って飲んでいたりしている。この日の日没の夕焼けがきれいだった。星空観察。南十字星確認。空は澄んでいるが、月が明るいのが難点。火星確認。北の空にこと座のベガ、わし座のアルタイル、はくちょう座のデネブなど確認。天の川が月の光ではっきり見えない。星空観察ソフトは有効だった。
２０時００分に会計担当者が集合した。そして明日の予定の説明やカード回収を行った。月曜のバーベキューと火曜以降の弁当持参の件について説明を受けた。

２００３年９月６日（土曜日：３日目）

０７時３０分：トカトカ→コロトンゴ村

午前7時30分にフロント前に集合し、トカトカからコロトンゴ村へ向かってバスで出発する予定だったが、実際の集合には時間がかかり、10分ほど遅れて７時４０分に出発する。バイパス経由でナンディの裏からコーラルコースとへバスで移動。午前8時45分に到着し、荷物はバスに預けたままで、まずはバスを降りる。
０９時００分～：コロトンゴ村でマングローブ植林＆カヴァ

OISCA-Fijiの山田さんの説明を伺い、ウイングのカタリーナさんとメリーさんの着付けでスルを巻き、村に入る。村の集会所で非常に簡単なセブセブの儀式を行う。カヴァを２回り飲んだところで、スコップを運んで正面の海岸へ向かう。が、潮が満ちており非常に足元が悪い･･･。靴を脱いで海に入ったりする人が多かった。海岸で山田さんのご指導を受けて、スコップで穴を掘り、２本ずつヤエヤマヒルギの苗を植える。砂地はいいのだが、泥っぽいところはぬかるんで作業はけっこうたいへん。人数と体力がものを言うのか、どんどん植えることが出来、あっという間に用意した苗を植え終わった。さらに追加でトラック１台分の苗を持ち込み、これもあっという間に植え終わることができた。
裸足で入ったので、足が汚れたが村の駐在所の警察官の方に水道を貸してもらった。
昼ごろ村に戻り、セブセブの儀式の続きを行う。Navosa-Nadroga Provinceの役所のお役人が来ていて、簡単に挨拶をして、一緒にセブセブに加わる。４巡までは覚えているが、とにかくなかなか終わらない。山田さんが途中でいろいろ説明してくださる。さらにOISCA職員の日本語のできるフィジー人の方がいて、非常に友好的に終わった。ありがたい。ウイングからは金瀬さん、Tumaさん、アピサイさん、カタさん、メリーさんと、総出でサポートしてもらった。私たちにとって始めてのセブセブだったが、カヴァの味については人によって好き嫌いが分かれるようだ。

１２時４０分：コロトンゴ村→クロウズネスト

全員をバスに乗せ、12:40にいったん宿に行く。レセプションでジュースをごちそうになり、歌で歓迎される。部屋割りを寺阪さんが手配し、とりあえず部屋で昼食をとることにした。が、このカレーは「９月６日昼食では、野菜と鶏肉が入った激カラのカレーのようなご飯が出た。」（大島さん）という感想の通り、かなり辛かった。

１３時３０分～：古民家・買出し・クラ･エコパークのグループ別行動

１３時３０分にバスに集合し、古民家見学の組と、市場の買いだし、それにクラ・エコパーク組とに分かれて移動することに。
古民家グループ：

古民家組は、Cuvuの村がセレモニーで無理になったので、Fijian Resort近くのKalevu Culture centerへ向かった。
カルチャーセンターに入ろうとすると、半裸の武器で威嚇するフィジーの戦士たちが、バスの中にいきなり乱入してきた！(もちろんパフォーマンス)
まずは、お約束のカヴァをする。カルチャーセンターなのか少しフォーマリーな儀式だった。その後フィジーの歴史や文化の説明を聞いた。けど、英語でよく理解出来なかった。フィジアン・ブレの由来、3000年前からある陶芸のことなど、ガイドさんがついて解説。最後はフィジアン・ダンスのショーを見せてもらい、記念撮影をして帰ってきた。
買出しグループ：

１４時から、シンガトカのMHスーパーマーケットなどで、必要な食材の買出しを始める。前日に、各班から出してもらった意見をもとに、材料を探す。市場やスーパーを一回りすると、以外に材料は豊富で、ほとんどのものが入手できた。ただ、日本のようにお肉や魚はラッピングされておらず、衛生上平気なのか心配だった。例えば、食用油を買おうとしたが漏れ出てる･･･。
しかし、価格面は物価が安い分買い得だった。特に、野菜類は市場の方がスーパーよりも格段に安かった。シンガトカでは、調味料・米・ジャム・チーズ・卵・パン・包丁・生鮮野菜・カレー粉・食用油など様々なものを買った。米はジャポニカ種のオーストラリア産米のようだ。

寺阪さんには様々なことを聞いたりしてお世話になった。パン屋では、ケーキが売られており、新宅さんが誕生日を迎えるので、その場で名前を入れてもらい購入した。
「治安については、あまり心配はない感じがした。」（大島さん）という意見がある一方で、何やら友好的な態度で接近してくる男の人がいたが、なにやら民芸品を売りつけたいらしい。見ろ見ろとうるさいが、ウイングのスタッフの方が「値段を聞いたほうがいい」というので聞いたら50ドル･･･。「I don't have money：金持ってない」と言ったら去っていった。ということもあったので、用心しないと日本人はまれに狙われるらしい
１７時３０分ごろ～夕食作り＋ミーティング

夕飯を作ろうとするが、包丁もまな板もない･･･仕方がないので新聞紙を下に引いて食用ナイフで野菜を切ってカレーを作った。カレーはなかなかおいしかった。しかし、道具がないのには困った。大量の食材を買い込んだが、どうしても買い忘れが生じてしまった。今日はタマネギが不足した。寺阪さんがホテル側との交渉に当たってくれた。
マングローブ植林の時は良かったのだが、今日は波が高く、海が荒れて沖合遠くのリーフの境界で大きな波が立っている。どうも低気圧か何かが近いのかもしれないと思っていたが、後にニュージーランド付近で地震が発生し、津波が押し寄せていることを知る。
どたばたの自炊のあと、２０時に会議室でミーティング。萩谷先生や寺阪さんなどから、明日の自由行動について注意をうける。プロジェクターのテストをする。

本日誕生日を迎えた新宅さんのために、内緒で買ってきたケーキを３０等分してお祝いした。「ほんとに泣くほど嬉しかったです！Birthday cake♪ミーティングの後に、あたしには内緒でcakeが用意されていて、ちゃんと　あさみ　って名前も入っていて・・・まさか会って間もない人たちに、祝ってもらえるなんて思っていなかったから、ほんとにびっくりして。FIJI仲間のあたたかさを感じた瞬間でした。ありがとう！！」（新宅さん）

その後は会議室を閉めて、プールサイドでの「フィジアンダンスの夕べ」に参加する。どうも私たちはリゾートに来てしまったようだ。

２００３年９月７日（日曜日：４日目）

１日自由行動＆矢野さんとＵＳＰ学生がクロウズネストに到着する

今日は日曜日なので活動が出来ない。ということで自由行動となった。

午前８時４５分、矢野さんがＴｕｍａさんの車でクロウズネストに到着。この日は、NHK高松の矢野さんとの初交流だったので、映像実習が行われた。まずはNHKでの仕事の内容や、NHKでやっていた番組についての話をした。会話の内容は、「実際にディレクターがどのようにカメラマンに指示をだしているか」「カメラマンはディレクターの気持ちを先読みしてとる」「ディレクターはあらかじめどのようなものを撮りたいかイメージしている。」など、様々なことを話してくれた。
昨日不足した食材や器材などを購入するためにシンガトカへ向かう。今日は日曜日なので、スーパーが午後から閉まってしまう。10時から買出しに出かけるが、二件ほどしかあいてない・・・。市場が開いていたので新鮮な野菜が買えた。
12時過ぎにUSPメンバーがスバから到着した。とりあえず男子学生４人と海洋地質学者のスザンナ先生。その後も、ＵＳＰ学生が次々とクロウズネストに到着した。
萩谷先生はその後スバへ向かい、ウイングの事務所でメールを出したり、webサイトの更新や金瀬さんと打ち合わせ、会計処理などをして、夕方にクロウズネストに戻る。

今日も天気は良かったのだが、海は荒れていて泳げる状態ではなかったし、海岸にいたら波をかぶってしまった。

その後の自由行動では、矢野さんも混ざってクラ・エコパークに行った。エコパークまでの道のりは、天気も良かったため、花の色彩が鮮やかだった。冬であるため、空気が乾燥しているからそう見えたのかもしれない。しかし、前日までは暴風雨が来ていたのか、海沿いの道端には風に殴られ折れた木や、珊瑚礁、椰子の実などが転がっていた。そのほかに、高級なホテルが坂の上に建っており、周りには白塗りの家が建っていた。あそこは、高級な土地だったのだろうか？閑静なところだった。エコパーク内では、爬虫類や鳥類などがいた。鳥類については、檻に閉じ込められているわけではなく、開放されていて間近で見学が出来た。また、イグアナ（？）やインコの子供を手で触れ持つ事が出来て、とても楽しかった。ただ、終了1時間前に入ったため、ゆっくり見学が出来なかったが、4時半閉園を5時まで延ばしてもらった。
帰り際、オーストラリアから来ていた家族と出会い、記念撮影をした。

クロウズネストに、それぞれメンバーが戻り炊事をする。そして、２０時に昨日と同じく会議室でミーティングをするが、昨日と違いＵＳＰメンバーがいる。お互い英語で自己紹介をする。ＵＳＰの総勢は１１名だった。明日からの実習についての注意事項を受けて解散となった。

２００３年９月８日（月曜日：５日目）

０８時３０分：クロウズネスト→コロニサガナ村

クロウズネストを８時３０分に出発した。バスでシンガトカに行き、バーベキュー関係の食材を買い足す。ちなみに調理器具やタマネギ、キャベツは持参し、肉はウイングの方で用意してくれていた。
少し遅れてシンガトカを出発し、１０時４０分ごろにコロニサガナ村に到着した。
１０時５０分ごろ：コロニサガナ村でカヴァ
村にはイノケさんがすでに到着していた。金瀬さんの車を待って、村にバスを入れてお決まりのセブセブの儀式をすることに。本格的なタノアを用意してくれてびっくりする。２巡で終了した。今回は比較的簡単に済ませてくれて助かった。どうもこの村の次期酋長が亡くなって金曜に葬式があるということらしい。そのためか落ち着かない印象を受けた。伝統的な模様の屋根の梁に感動。この村で実習を行うと勘違いしていた。しかし、みんな温かい人達ばかりだ。
１２時３０分ごろ：シンガトカ川・川原

午後、バーベキューの準備で河原に移動し、ビリンビリンで渡河する地点の木陰で食事の用意を始める。肉はウイングの２人の女性が買いそろえ、下味を付けるなど用意してくださっていた。バーベキューはフィジアン流らしく、村の人が薪を集めてきて、火をおこし、鉄板を熱して油を引いて、次々と焼き始め、焼き上がったものは大きなたらいに入れていく。それぞれ焼き上がったところで、皿に盛りつけ、トマトソースをかけて１人前の出来上がり。そのバーベキューは「日本のバーベキューと違い大きな肉とパンがわたされてびっくりした。」（箱田さん）「比較的安いラムにしても、ずいぶんいい肉を振る舞ってもらったなあ」（萩谷先生）というように大きな肉とパンが日本のバーベキューと違って特徴的だった。ちなみに、この肉はウシがヒンズー教でダメ、豚がイスラム教でダメというＵＳＰ学生の宗教上の理由などを配慮してラム肉のT-Bone steakだった。

女性限定トイレツアーについて
まだバーベキューが完成するまでには時間があるということで、女性の中でトイレに行きたい人にタワタワンジ村の水洗トイレが使えるということになった。バーベキュー会場からシンガトカ川の向こうにある村までジープで移動した。

「荷台に乗るの楽しかった。ガタガタ揺れる中、通りすがりの人に手を振って。村へ行く途中に川があって、橋もかかってなく、水の中をそのまま車で渡った。ちゃんと水に流されないルートがあるみたいだったから不安はなくてなんだかウキウキしてました。」（新宅さん）

村では、「トイレに順番に行き、他の人を待っている間に、村のおばさんから焼きたてのトウモロコシを頂いた！とてもおいしい♪」（横山さん）「康子ちゃんも言ってたけど、トウモロコシを頂きました。初めにもらったのは、何を隠そうこの私v(＾▽＾)v」（新宅さん）というように村の人が焼いてくれたとうもろこしをもらった。

そして、バーベキューを食べ終わると予想外の時間が経過してしまい、１４時３０分になってしまった。
１４時３０分～：地質のオリエンテーション

いかだの様なビリンビリンで川を渡り、対岸の河原で石を各班５個集め、その石で地質のストーリーを語る訓練をした。「予想外に変質岩のレキが多く、持ち込まれる石の説明に苦労した。」（萩谷先生）火山豆石のレキや、オパールの脈を持った石があったこと。またガリマーレより古いであろう石灰岩レキも少量見られたなど興味深い実習となった。ＵＳＰ学生は知識があるのでいろいろ参考になった。「石の様に堅い種を発見。平べったくてツルツルしていた。石だと思っていた私達は勝木先生に尋ねた。食べた！！とりあえず先生をみなっらって石で皮を叩いて中を食べた。苦かった。」（箱田さん）

１６時３０分：シンガトカ川→クロウズネスト＆地質のミーティング

１６時３０分に実習は終了し、引き上げる。シンガトカの買い物を済ませると、宿に到着が１８時４０分と、かなり遅くなってしまった。そのため、ミーティングの開始時間を21時にずらせる。ところが20:45からUSPの歓迎だというメケが会議室で始まってしまった。結局その終了が２１時４０分で、我々の打ち合わせは22時を過ぎて始まった。この日の実習で得られた石を組み合わせて英語でストーリーを組むと言うものだったが、結構難しかった。しかし、夜になってずいぶんと冷えてくることを実感する。

２００３年９月９日（月曜日：６日目）

今日からは３つのグループに別れ、実習を始めることになる。１・２班が地質、３・４班が植生、５・６班が測量に分かれての調査。今日からUSPの学生もともに活動していく事になっていた。「う～む、なんだろう。初めての実習に、心躍る思い。こんな気持ちになったのは、高校入学式に始めて電車で都内に出たとき以来だろうか。」（大島さん）というように、今日から実習本番になる。

０８時３０分：クロウズネスト出発→タワタワンジ村

今日から実習のため、朝昼食を作って集合した。USPのメンバーは全員弁当持参だったので、シンガトカに寄らずに村に直行。バスの中では、運転手さんの好みか、音楽が絶え間なく流れていた。バスの中では、USPの学生が積極的に話かけてくれ、自己紹介も含めてお互いに会話をした。
前夜の雨で心配だったが、シンガトカ川をバスで走る車窓からはあまり雨が降った様子がない。地域的な気象の変化が大きいので、こういうことは良くあるのだが。ガリマーレ地域では雲が低かったが、とりあえず曇りで雨は降っていない。予定通りの内容で実施することにする。シンガトカ川を４駆のトラック２台で２往復し地質・植生のメンバーを対岸に運ぶ。
１・２班：地質調査
村に置いてあるボーリングコアをみて石灰岩について萩谷先生に教えてもらった。また、石灰岩の中にある模様（化石）や色、自分が気づいた事について教えてもらったりした。

Susan先生は非常に興味を示し、用意した塩酸で表面を洗ったりしながら観察し、このため11:30まで時間を取ってしまった。
その後、実際にガリマーレの山にマッチョなお兄さんに連れられて侵入することに。
地質は東側の川沿いの調査。ブナゴルとの間の川を南にすすみ、途中から尾根に登って、QDH12の南側の石灰岩と火山岩の境界を目指した。初め、河原などがある道を歩いた。その途中で、バンド状になっている地層を発見。話によると、安山岩があり、その上に地層が出来ているため、この場所も、昔溶岩であったことを知った。また、その安山岩の上に、土が盛り、木が生えている事について教わった。
実際に登り始めてみると、上に行くに従い、草木の高さが小さくなっていった。その理由は、ヤギなどのために、焼き払われたなど色々な理由があった。山の中腹辺りで昼食をとった。その後、途中の尾根の一つに登ったところで時間切れ。来た道を戻ることにした。USPの先生であるスーザン先生に山の地質について教えてもらった。「試しに『ヤッホー』と叫んだら『ヤッホー』と返ってきた・・感動！！」（星野さん）USPの生徒は疲れた気配もなし。下山途中では、クリノメーターを使用して、地層の向いている方向について調べた。１５時にタワタワンジ村に到着した。

３・４班：植生調査

勝木先生に連れられて山へ登ることに。かなり険しい岩登りを行った。そこでは、乾燥地帯と熱帯地帯の植生の違いに触れた。昼食を食べた場所は昔、村があった所で敵から守るために森の中にあるそうだ。「チューリップの様なオレンジの大きな花が魅力的だった。」（箱田さん）といろいろな興味深い種類の植物について知ることが出来た。
５・６班：測量調査

途中、店の前で地質・植生班と別れ測量班は昨日と同じところでバスを降りる。バスから降り、道を歩き昨日の川岸に到着する。
測量器材を開け、２グループに分かれる。６班は川の手前、５班は川の向こうへ移動することにした。佐藤先生が測量の器械を支えるための金具を宿に忘れてきたが、なんとセロテープで応急処置をした。
5班は器材を積み、あのビリンビリで川をわたる。対岸に器材を持っていくことになった。器材はとても重いので、ビリンビリは水面ギリギリまで沈んだ。ビリンビリは竹で出来ているので、とても滑りやすい。乗っている間、あまりの恐ろしさに全員無言だった…。
午前中は川をはさみ、両岸の距離を平板測量し、データを紙に落とす。自分たちで点を決めなければいけないことが結構大変だった。
巻尺で川の水面と器材の位置を測定し、メモする。高低差などを測量図を作るのに必要な情報を紙面に書き加える。川を挟むのでお互いの連絡は無線機を利用したが、電池がギリギリだった。
村のおばちゃん達が川で洗濯をしていた。洗濯が終わると、洗濯物を頭に抱え、川をゆっくりと渡っていった。実習中はとてものんびりした雰囲気だった。山から降りてくる植生調査班の勝木先生たちが見えた。

「USPに測定方法を説明するのがタイヘンだった。英語のやりとり増えてきた。言いたいことをうまく英語で説明できなかったのがくやしかった。英語を聞き取るのもタイヘンで、しっかり聞き取れたのは、武蔵工大生の英語だった…。」（横山さん）というように、英語力について感じた人は多かったはずだ。

そして正午前に昼食をとり、川の手前側で５班６班が一緒になり周辺地形データや川面と側道の高低差などを測量する。午後３時ごろに実習を切り上げ、朝来た道を戻る。そして、道路に止まっているバスに乗り込んだ。

１５時００分過ぎタワタワンジ村→シンガトカ・クロウズネスト
地質班や植生班の人たちと店の前で合流した。バスはでこぼこ道を飛ばしながら、シンガトカに到着。ここで、スーザン先生と学生２人がスバに帰るのでお別れした。ここで新しい学生がひとり加わる。シンガトカで食料の買い足しを行い宿に戻る。

夜のレポート作成＠クロウズネスト
20時からのミーティングは、各グループに自分が作業した内容や記録を発表させた。デジカメやビデオを再生して説明した。ＵＳＰ学生も自分達でいろいろ考えたことについて考察コメントした。
宿に帰ってからレポート作ったが、通った道が地図からなかなか割り出せず寝たのは2時を過ぎになった。（星野さん）

宿に帰って実習のまとめをするとき、図にプロットした点がどのデータに対応しているかがわからなくなってしまった。（横山さん）
夜の作業では、その日歩いてきたコースをたどり、どこにどんな地層があったか。また、草木の形を見て、ガリマーレにはどのあたりに石灰岩が埋まっているかを、地図上に色を分けて記入した。（大島さん）

いろいろなデーターや観察結果をまとめ考察するのに苦労した。が、本当に今日は疲れた。

夜間、体調不良が３名出る。明日朝まで様子を見て、我々の行動予定を再検討することに。
２００３年９月１０日（月曜日：７日目）
朝になると体調不良は増加し、学生６名＋１名がダウンしてしまった。彼らは宿で寝ていることになる。USPも３名がダウンとなった。

「昨日の作業がそんなにきついとは思わなかったのだが。もっとも、他の実習内容についてはわからないけれど、きついことをやっているという印象はない。日なたにいた時間が長いほど調子が狂っているのかもしれない。」（萩谷先生）

朝、集合点に着くと昨日の飛行機で着いたウイングの中野さんが来ていた。マナ島で合流してフィジー事情の講義をしていただけるということになった。

０８時３０分：クロウズネスト→タワタワンジ村

体調不良の人が多いためか、バスの中も人が少ない。昨日と同じルートを辿り店のポイントへ向かう。天気は今日も曇りで、直接日が差さず、風があって涼しい。時たま小雨がぱらつく程度で、雨期の下見の頃に比べて涼しくて快適である。
１･２班：植生調査

今日は植生調査を、勝木先生のもと行った。村から歩き出し、その場その場で特徴を持ってその場所に生えている草木について勝木先生から説明を受けながら進んで行った。その時に、デジカメやビデオ・または配布用紙を用いて記録をした。山の中には、バナナの木や、グヴァの木があったが、あまり実は育っていなかった。草の中には、センシィティブ草があり、触ると葉が閉じて垂れ下がってしまうという面白い草があった。山に入る前に、雨がぽつぽつと降っていたが、すぐに止んだ。山を登ると、前日と同じところに来たため、前日の続きもかね、なぜ、頂上がはげている所と、高い草木が生えているところがあるのかについて説明を受けた。
この事に関しては、宿題が出された。活動中、前日の地質では、頂上の景色が曖昧で、地図を仕上げることが出来なかったため、写真とビデオカメラに収めた。途中では、珍しく自然に咲いているランの花を見つけて、勝木先生が喜んでいた。
３･４班：測量調査

河原で測量。2名ほどバテテしまったがみんなのんびり河原で測量した。前日のこともあり、お弁当は日陰に置いた。
測量について詳しく言うと、光波測距装置付きアリナードという装置で平面測量を行った。その場で図面をかけるが最大のメリットであり平面図を描いた。
USPの人達はすごい熱心でボキャブラリーの少ない私は苦労しながら装置について説明した。
「佐藤先生は英語も話さず日本語でUSPの学生さんに説明し頷かせていてすごいと思った。」（箱田さん）

５･６班：地質調査

バスから降り、ジープの荷台に乗ってシンガトカ川を越える。そのあとしばらく木々の中の道を走り、スタート地点に着いた。ここからは歩いて山を登ることになる。
昨日測量をしていた５・６班は、８人のうち５人ダウン。その５・６班が今日は地質調査の順番で、体調不良が続出した為に、５，６班は３名のみ。そして、USP２名、萩谷先生、矢野さんという合計７名のメンバーで地質調査をする。しかし１人あたりの負担は増加する。ボーリングサイト１５と１７に登り、その途中の露頭を見るとともに、置いてある掘削コアを見学。１７のコアは地質学的に非常に面白い。石灰岩のレンズが石灰質砂岩あるいは火山性砂岩の互層の間に挟まっていたり、石灰岩のレキを含むゾーンも見られる。傾斜は30度前後で、周囲の丘の斜面の露頭で見ると南傾斜であると推定される。USPの学生はKumarさんのSaleshでない方と、中国系のLindaが地質に来ていたが、KumarはFather Bonatoの学生で、あちこちの島に行って遺跡を調べ、その遺物をNZに送って炭素14の年代測定を依頼したりしているのだそうで、ラピタ文化以降のフィジーの話で突然盛り上がり、石灰岩の沢で熱く語り始める。 
帰り道の山の中を歩いている最中、矢野さんが植物のさやを見つけた。「これ、勝木先生に持って帰ってあげようかな？」という矢野さんの発言に対して、萩谷先生が「明日の植生調査はこの道を通るから、自分で持って帰ると思うよ。」そこで、植物のさやを用いて、勝木先生のイニシャルである『K』の字に仕立てた。今日は15時を若干過ぎてしまい、道でイノケさんの車に乗り、タワタワンジ村に向かわず直接シンガトカ川を越えてして集合点の商店へ向かった。
体調不良でお休み

「体調不良で寝ていたところ、お昼前くらいに突然起こされた。目を開けると、そこにはFIJIの人のにっこりとした笑顔。

もうろうとする意識の中、まず挨拶を教えてあげた。「おはよう、こんにちは、こんばんは、ありがとう、いただきます、ごちそうさま、おやすみなさい…」喜んでくれたので、次に歌を教えてあげた。「かえるの歌」大好評！鳴き声のところがおもしかったみたいだ。他にも思いついた童謡を歌詞の説明をしながら教えてあげた。日本語だと簡単な歌も英語で説明するのはすごい難しいなぁと思った。それでも、満足してくれたらしく最後もやっぱりにっこり笑って帰っていった。ちゃっかり異文化交流もできたし、無駄ではなかった気がする。FIJIの人はやっぱり明るくていいなと、思いながら若干体調が良くなった気がした。やっぱり「病は気から」なのかなぁと感じた。」（村木くん）

「自分もダウンして村で休むことになった。おかゆがおいしかったです。」（星野さん）
15時30分ごろ：タワタワンジ村→シンガトカ→クロウズネスト

昨日と同じようにバスでシンガトカへ向かう。ここで、足らない食糧などを調達する。そして、クロウズネストへ帰り夕食を調理した。

２００３年９月１１日（月曜日：８日目）

今日は調査実習の最終日、ＵＳＰの学生がスバに帰ることになった。村宿泊組とクロウズネスト組に分かれた。

０８時３０分：クロウズネスト→シンガトカ→タワタワンジ村

Jack'sに忘れ物をしたUSPの学生のためにシンガトカに停車し、矢野さんがその間にColonial銀行に行って両替を頼むが、かえってそちらの方が手間取る。客はほとんど居なかったのだが、銀行の窓口のお姉さんが慣れておらず右往左往していた。
同じルートをバスは走り、いつもの店の集合地点でバスを降りた。

１･２班：測量実習

測量では、佐藤先生が指導をしてくれ、村の構造（建物の位置・大きさ・高低差など）を解析した。道具は、結構すごい機器らしく、USPの学生も興味を持ってその機器を使ってまったりと測量を行った。作業中は、計測機器の一つであるポールを動かす必要があり、USPの学生とお互いに協力しあいながら作業を行った。作業をしている途中、犬がたくさんいて何か転げまわっていた。また、昼食時には豚が２匹よってきてが、食べ物ほしさのあまり２匹で喧嘩をしていた。
「村の方にとうもろこしを頂いたりリュックを豚にかじられたりこの日は比較的のんびりできた。」（星野さん）「家の軒下には、たくさんの子犬がいて近寄っていったら、母犬に怒られました。」（大島さん）

地図完成後、みんなが戻ってくるのを待ち、村宿泊組みと宿帰宅組みに別れた。
３･４班：地質調査

地質はまずボーリングコアの観察をさせる。化石の構造を見つけさせるが、なかなかわかりにくい。今回も険しいコースを歩いた。　また一番長い道だったという。しかしそのおかげで、最高に景色のよい地点に行くことが出来た。私達は、小さい子供に戻った様に歌を歌い歩いた。USPの学生と日本の歌とフィジアンの歌を歌っていた。
「迷子にもなった。果物を捥ぎってもらっていると前の集団からはなされ無線でやり取りしたが見つからず。森を抜けると草原でみんなが山の頂上に向かって歩いていた。絵の様な光景だった。」（箱田さん）

12時を過ぎてからタワタワンジの南の斜面を登り始めた。そして、途中二度休憩した。最後尾の寺阪さんと特定小電力の無線機で連絡を取り合う。斜面では村の測量班と無線が良くつながる。岩場を越えて、ボーリング13,14を作業していた当時のキャンプで昼食を取った。蚊が出る。Sink Holeはちょっと説明だけして通過し、南へ進む。沢の底に火山砕屑岩が見える。石灰岩との不整合のポイントまで行き、引き返す。この時点で14:16。ちょっと遅れ気味。草地の尾根を３つ越えて、尾根づたいに下山。南の遠くの斜面で野焼き中。灰が飛んでくる。オオコオモリが滑空している。16時にタワタワンジ村に到着した。

「本当に個性的な人が多くて、集団行動について考えながら歩いていたが、私達のグループは最高だと思った。広い茶色の草原をみんな違うルートを使って歩いている。バラバラだけど最終目的地に向かって歩いている姿をみて笑いがこみ上げてきた。」（箱田さん）

５･6班：植生調査

前日3人しかいなかった５,６班だが、２人復活して５人での調査になった。昨日の「Ｋ」のポイントに差し掛かった。班員と「確かここら辺だったよね」とささやきながら歩いていくと、「このさやはねぇ～。」勝木先生はさやで作った「Ｋ」の字に気付かぬまま、持ち上げてしまった。説明すると、「あ～、そういうことだったのかぁ。」と置いてある形より、植物そのものに目が行ってしまったようだ。

植生調査は、昨日と同じルートをたどりヤンゴーナや熱帯地方の植物の分布や草地・森林などを見て回りその情報をワークシートに記録したり、ＧＰＳで位置情報を記録し、植生の分布の概要などの情報をマップに落としていく。そして、ボーリングコアを再び見学した。そこは見晴らしがよく、一面草地の場所と木々が生えているところのちがいがあるのが見て良く分かった。

帰り道に、グレープフルーツの実をUSPのSaleshが取ってくれた。中身はパサパサしていたが、雨季になるとみずみずしくなるようだ。

しかし、このコースは他の班との間に山があるためか、麓までは無線機が使えなかった。

タワタワンジ村→村宿泊＆シンガトカ

この日、村に宿泊するメンバーを残して、シンガトカ川を越える。そしてバスに乗車しシンガトカを目指すことにした。今日でＵＳＰ学生ともお別れとなった。「USPの方々とお別れだったため、お互いにメールアドレスの交換を行った。」（大島さん）というように、車内では記念写真を撮影したり、メールアドレスの交換などを行ったりした。そうして、いつものバスでいつもの音楽が流れる中、バスはシンガトカに到着した。

ここで、ＵＳＰ学生は17時50分発のスバ行きのバスに乗るそうだ。名残惜しかったが、ここでＵＳＰメンバーと別れた。この日のシンガトカでの買い物は最終日と言うこともあり少なめで、再びバスに乗りクロウズネストを目指した。

クロウズネスト宿泊組

夜間のミーティングはなしということにして、各自の作業にしてデータの整理や地図の作成作業などを行う時間にした。夕食は、最後ということもありクロウズネストのレストランで食べた人も多かった。

が、このあとトラブルが発生した。２２時頃、近所の（あるいは他のホテルの宿泊客か？）韓国人系の酔っぱらった若者2人組が、「おれたちは日系フィジー人だ、オレは日本の経済に言いたいことがあってここに来た。オーストラリアのブリスベーンの大学に通っているんだが、日本に行きたい。」などと早口でしゃべりに押しかけてきたので、萩谷先生や寺阪さん・矢野さんに応対してもらって、なんとか追い返した。「村に泊まらずにこちらに残った意義があったと言えよう。でも疲れた。うそをつくやつは嫌いだ。」（萩谷先生）最後まで何が起こるかわからないと感じた。

タワタワンジ村宿泊組

「みんなで写真を撮った。みんなと沢山しゃべることができ、楽しい時間が過ごせた。ご飯はとてもおいしかった。」（箱田さん）

「村に泊まった朝は、みんながまだ寝てるときに起きて一人外に出てました。後で「新宅さんがいない！！」とびっくりさせたみたいですが・・・朝は村全体に霧がかかっていて、数メートルしか先が見えなかったんですよね。月明かりがまだのこっていて、とっても静かな朝でした。しばらくすると、だんだん霧が晴れて、太陽もでてきて。」（新宅さん）
「朝ご飯はパンケーキでびっくりでした。「最後の別れは本当にウルルンみたいに悲しくて仕方がなかった。お花の首飾りと白いメイクは本当に村の人達の温かさがこもっていて涙が出てきてしまった。」（箱田さん）

「フィジーの子供たちは早起きで、朝、家に入れてもらったりしました。村から帰るときは、もちろん荷台に立ってましたねv(＾▽＾)v
100㌔ぐらいでていたとか いないとか・・・辺り一面緑で、上を見上げれば青い空が広がっていて♪サイコーに気持ちよかったです。」（新宅さん）

２００３年９月１２日（火曜日：９日目）

今日は村宿泊組が帰ってくるまで、クロウズネスト組はまったりのんびり過ごした。

０８時４５分：村宿泊組がクロウズネストに到着

みな首にもらった飾りをつけ、両ほおに白い粉をつけている。朝、村から帰ってきて大忙しだった。シャワー、荷造りと。バスに乗り込む前にきれいに晴れたクローズネストの前の海で写真を沢山とった。大急ぎで片付け、出発の支度をして集合した。
１０時００分：クロウズネスト出発→デナラウ港

名残惜しく写真を撮ったりしていたが、時間になったのでバスに乗り込み、ナンディ郊外のデナラウ港を目指す。

バスに乗っている時、萩谷先生からは「シンガトカ砂丘」について、勝木先生からは「マングローブ」について、通称『ゴールデンの特別授業』があった。

バスはナンディを通り、デナラウ港の敷地に入ったが、今までのフィジーの風景とはちがい整然としていた。そして、バスはデナラウ港に到着し、皆川先生とここで合流した。

昼食は日本食レストラン大黒の幕の内弁当だった。
１２時５０分：デナラウ港→マナ島

ここからは、定期連絡船「タイガーⅣ」でマナ島を目指す。マナ島に向かう船の中みんな、潮風を浴びながらはしゃぎまくっていた。
「私たちも下の椅子に座り気分よく話ていた。本当に晴れてよかった。」（箱田さん）

途中、いくつかの島に立ち寄って、１３時４５分にマナ島に到着した。

１４時３０分：マナ島社会基盤施設見学

マナ島に到着し、マナ島についてホテルのスタッフの方から説明がある。そして、それぞれメンバーに分かれて宿泊先のブレへ向かった。

そして、再び集合し、上下水道や発電・通信といった社会基盤施設の見学を行った。塩分の入った海水から淡水を作り出す装置についてスタッフの方からいろいろな説明を受け、実際に施設を見せてもらった。機器の多くは日本製だった。

「マナ島の基盤設備見学に行き水の循環があの島で行われていることに感動。理想的なものであった。」（箱田さん）

下水処理については、バッキ槽などを見学した。この水がトイレの水として再利用されていることについても様々な説明があった。マナ島では限られた水資源を有効に利用しようとする姿を見ることができた。

一連の見学の最後に、Lookout Pointにのぼった。「島全体を見渡すことができ、どっちを向いても海が見えることに感動した！」（横山さん）

マナ島のマネージャーから甘ーいドリンクを頂きみんなで飲んだ。さすがフィジーである。カラフルな色で同じものを頼んでも同じ味ではなかった。みんなもう常夏気分であった。それから日が暮れるまで海で遊んだ。
２０時００分～：天体観測

ママヌザレストランに集合し、天体観測を行うことにした。天体観測は出来るだけ暗いところが良いと言うことで、島の中央部にある空港というか飛行場で行うことにした。はえ座、ふうちょう座、みなみのさんかく座（一部欠）、みなみじゅうじ座（半分）などが見えた。コンパス座の直下の明るい星、ケンタウルス座のα星は連星ですが、太陽系から最も近い恒星で、距離は4.3光年です。萩谷先生の星座ソフトが役立った。しかし、「天体観測して寒くなりダッシュをした。」（箱田さん）というように冬の星空の下は寒かった。

２００３年９月１３日（火曜日：１０日目）

１日マナ島自由行動＆珊瑚礁？見学

バイキングが無料ということが判明し、朝からモリモリ、バイキング。リゾートの味だった。午前中から非常に良い天気になった。思いっきり遊んで遊びまくった。ビーチで潜り魚や石を見た。
珊瑚礁を見にボートに乗りみんなで出発。目の前に島があったために島に向かって泳いでしまった。珊瑚礁は沖に生息しているのに･･･。珊瑚礁見物のはずが、島上陸に変化していたが太平洋の白い島はとてもきれいだった。「珊瑚礁がみれなかった事がマナ島に残してしまった思いである。」（箱田さん）「とても疲れたが、青い海のなか、小さな魚が泳いでいるのを見ることが出来て感動した。」（横山さん）

珊瑚礁見学に参加しなかった人は、萩谷先生と勝木先生の解説でさまざまな地質や植物についても学ぶことが出来た。
珊瑚礁見学？から戻ってからは、それぞれがのんびりと思い思いの時間を過ごした。卓球場には、皆川先生が訪れて一緒に卓球をした。皆川先生は強かった。

夜は、ウイングの中野さんにフィジーについての政治・歴史・文化や、ウイングのフィジーでの活動などについて様々な興味深い話をしていただいた。そのあとはマナ島最後のメケダンスだった。

「部屋に戻り日の出をみるためにみんなで夜を明かした。明るくなってもなかなか太陽が出なくて何度もシャッターを押してしまった。大自然をまた一つみれて感動的だった」（箱田さん）

２００３年９月１４日（水曜日：１１日目）

朝、前日に引き続き日の出を見にLookout Pointへ登る。この日はやや雲が多かったが、雲間から太陽が拝めた。山を下り、一部は建築中の新しいブレを見学。
０９時５０分：レセプション前集合

カウンターに集合、チェックアウトをすませ、船着き場へ。記念写真。桟橋の上からのぞき込むときれいな海水の中で魚の群が泳いでいる。
１０時２５分：マナ島→デナラウ港

マナ島のスタッフに見送られて桟橋を離れる。船はマロロ、マロロ・ライライなどのリゾートを回ってデナラウに向かう。ここからは１時間の船旅だ。今日も船旅は風がかなり強かった。

中村レストランでの昼食

デナラウからバス移動。中村レストランで昼食。久しぶりの本格的な日本食を食べる。

名物おやじ・中村さんの料理をバッフェ形式で楽しませてもらう。麦茶がおいしい。皆川先生を相手にお得意の話術炸裂だった。
その後、バスでナンディ国際空港近くのトカトカに久しぶりに戻ってくる。出発までの時間、各自自由行動となりホテル内でまったりと過ごした。

ナンディでの買い物＆打ち上げ１８時３０分～

１６時にフロント前に集合し、ナンディタウン中心部までバスで移動した。Jack’sでフィジーのおみやげ購入タイムとなった。フィジードルや、日本円がを使ったりしていろんな買い物をした。その後は、中華料理店センタイでフィジー実習最後の打ち上げとして宴会となった。ウイングのスタッフも全員来てくださった。カワカワ（魚、スズキ？）の揚げ物はもちろん、ロブスターやマングローブクラブなど、豪華料理にびっくりする。ウイングのスタッフの方々などフィジーの実習期間中にお世話になった人々をあらためて紹介をされる。ウイングからタノアのプレゼント。武蔵工大のネーム入りで一同大感激だった。帰りは勝木先生がかぶって運んだ。この打ち上げの最後に皆川先生が、「魅力的な人の傍には、魅力的な人が集まる！」と話していたのが印象的だった。
トカトカの宿に戻って、卓球に燃えるものあり、飲みまくるものあり、フィジー最後の夜をそれぞれ思い思いに楽しんだ。
２００３年９月１５日（木曜日：１２日目）
０８時５０分：トカトカレセプション前集合

フィジー実習も今日で最終日だ。今日もフィジーの天気は晴れ渡っていた。寺阪さん「集合時間を守ってください！皆さん、フィジアンタイムでなく、ジャパニーズタイムでお願いします！」という声がする。時間だけは多少ルーズになってしまったようだ。バスでナンディ国際空港へ向かう。

ナンディ国際空港にはウイングの中野さんやスタッフの方々が見送りに着てくれていた。最後に挨拶をして飛行機のチェックインをして、手荷物検査場へ向かう。しかし、ガムの銀紙がX線装置に反応するとは思わなかった。出国審査もあっさりと通過し、飛行機へ搭乗するまでしばし自由行動の時間となった。

免税店でフィジー最後の買い物をしたりしている人が多かった。

FJ302：ナンディ国際空港→成田空港

１０時５０分、飛行機はナンディ国際空港を出発する。飛行機は行きと同じボーイング７６７だった。機内は、行きと同様でほぼ満席だった。今日は昼間のフライトなので窓からは外を眺めることが出来、昨日まで滞在していたマナ島も小さいながら見えた。離陸して４時間ぐらいたった赤道上空では巨大な雲が眼下に見下ろすことが出来た。機内では萩谷先生の参加記録用紙と、中村さんと勝木先生のアンケートを記入したりした。

機内食は、１回目がチキンベースで２回目がカレーだったが、選択できるはずなのに出来なかったりしたが。飛行機は順調に太平洋上を航行していく。

そして、時計を３時間前に戻す。やがて日本の沿岸が見えてきた。茨城県や千葉県上空を飛行し、着陸態勢に入る。窓からは高速道路や畑が見えた。

１６時３０分、エアパシフィック航空３０３便は成田空港に着陸した。飛行機を降り、ターミナルまで無人シャトルに乗る。携帯の電源を入れて不在中のメールチェックをする人が多かった。そして、日本の入国審査を受ける。

ここでは日本人と外国人にブースが分かれていたが、外国人のほうはほとんど無人だった。そして、入国審査を受け終わると預け荷物を受け取る。そして、萩谷先生・皆川先生・寺阪さんから最後の一言と注意を受けた。荷物を受け取った人から税関と検疫を通り解散となった。

